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MAGIC望遠鏡のためのアナログSumトリガーのインストールおよびコ
ミッショニング
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スペイン領ラパルマ島に設置されているMAGICは、17 m口径の反射鏡を持つ 2台の解像型大気チェレンコ
フ望遠鏡 (IACT)により構成されており、現行の IACTでは最も低いエネルギーしきい値 (50 GeV)を達成して
いる。このエネルギー帯域はフェルミ衛星の観測エネルギー帯域とオーバーラップする領域であり、このエネル
ギーしきい値をさらに低下させる事で、銀河系内外の天体からのガンマ線放射について重要でユニークな観測を
行う事が可能となる。そのために、カメラ内の隣接する光電子増倍管ピクセルのアナログ信号を足し合わせた信
号を用いてトリガーを生成する新たな手法 (新型アナログ Sumトリガー)を開発し、2013年冬にインストールを
行った。本手法の導入により、従来の方式ではトリガー生成に関与しなかった数光電子レベルの微弱な信号もト
リガーロジックに寄与する事になり、低いエネルギー領域の感度を向上させる事が出来る。本講演では、本トリ
ガーシステムのインストール作業及びコミッショニングについて報告する。


